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［ Vol. 284］ 

●  さとうみ科学館 ニュースレター「Marine Life」                ● Ｒ07.12.15 ● 

12 月５日（金）、今年で２回目となる「さとうみ学習」の実践交流会 

「江田島さとうみフェスタ２０２５」（主催：江田島市教育委員会）が、大

柿市民センターを会場に開催されました。この交流会は、今年度各校が取

り組んでいるさとうみ学習の内容を共有するとともに、ワークショップで

の交流を通じて学びの深化を図ることを目的とし、笹川平和財団「海洋教

育パイオニアスクールプログラム」の助成を受けて実施しているものです。

今回は、さとうみ学習のリーディング校である三高小学校、中町小学校、

鹿川小学校、大古小学校、能美中学校の児童生徒総勢約 150 名のみなさん

に参加してもらいました。また当日は、江田島の海を知る後藤峻さん（一

般社団法人フウド（以下、フウド））、川上建司さん（江田島市商工観光課）、

鍬崎賢三さん（さとうみ科学館）をゲストとしてお招きし、児童生徒の発

表に対するコメントをいただきました。 

●三高の海で「マイ発見」海の生き物見つけたよ!!!… 三高小学校２年生 

●ETAJIMA GURURI 

-行きたい！住みたい！私たちの江田島 PR 隊!- … 三高小学校６年生 

●江田島の海をみつめて            … 中町小学校 5 年生 

●SUP・カヤック体験/無人島体験      … 鹿川小学校５・６年生 

●江田島探検チャンネル            … 大古小学校 5 年生 

●マリンアクティビティと江田島焼き 

江田島 歴史と平和について         … 能美中学校 1 年生 

＜各学校の取組発表＞ 

 

【第１部：各学校の取組発表】 

【第２部：さとうみ学習ワークショップ】 

 小中学生が円卓を囲み、今年の学習を振り返って、海への思い

や伝えたいことを話し合いました。 

【第３部：フウドによる活動報告】 

      後藤さんからフウドの取組を交えながら、情報発信の方法につ

いてお話いただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１部：各学校の取組発表】 

劇で表現したり、授業で制作した作品を実際に見せたりと、工夫を凝

らした発表が行われました。 

多くの学校が SUP・カヌー体験を実施しており、豊かな自然を江田

島の魅力と感じたという感想が目立ちました。さらに、自分たちで

SUP・カヌーのルールを考え、計画的に進めている発表もあり、体験を

通して多くの学びを得ていることが伝わってきました。また、タッチプ

ール作りでは、生き物を観察し、展示方法を試行錯誤する様子が紹介さ

れるなど、水族館の飼育員顔負けの取組もありました。他にも、海洋ご

み問題について学び、未来の海について考えるきっかけとなった発表

や、全国的にも珍しい無人島キャンプの実践、戦争の歴史としての江田

島と海軍など、様々な内容が並びました。ゲストの皆さんからは、「ど

の発表も江田島の海を生かした素晴らしい学習だった」「今後も継続し

て学んでほしい」といったコメントがありました。 

【第 2 部：さとうみ学習ワークショップ】 

地域おこし協力隊の向井綾香さんによる進行のもと、ワークシ

ョップを行いました。「さとうみ学習を通して、海への親密度は

どのように変わったか」「誰に、何を伝えたいか」というテーマに

ついて、それぞれの思いを書き出し、意見交換を行いました。 

多くの児童生徒が「海への親密度が高まった」と答える一方で、「低

くなった」と答える人もいました。その理由を聞いてみると、SUP 体

験中に海に落ちたことがきっかけだったとのことでした。きれいで楽

しいだけではない、海の別の側面を体験できた点も、貴重な学びであっ

たと感じられました。「誰に、何を伝えたいか」という問いに対しては、

江田島を知らない人に、「自然の魅力を伝えたい」という意見が多く見

られました。他にも、「不要な物を海に捨てないでほしい」「ごみを拾っ

ている人がいることを知ってほしい」など、江田島市に住む人へ向けた

ものもありました。また、歴史を学んだ生徒からは、「海軍時代の江田

島の歴史や、特攻隊の人たちのことを伝えたい」といった意見も出され

ました。海という共通のテーマで学んできた経験があるからこそ、自然

と会話が広がり、活発な意見交換になっていたようでした。 

【第 3 部：フウドによる活動報告】 

フウドの取組の一つ「えたじま未来の海づくり大作戦」とし

て行われている「藻場再生」「海ごみ運動」「普及啓発」につい

て紹介していただきました。普及啓発活動では、SNS での情

報発信や展示会の開催、本への掲載、PR 動画の制作など、さ

まざまな方法を通して思いを届けられることを学びました。

「江田島市のさとうみ学習は世界 No.１！“江田島愛”を発信

していこう」という力強いメッセージに、参加者一同、来年度

に向けて思いを新たにすることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種間関係 
利害関係 

A：B 
内容 

相利共生 ＋：＋ 両者がともに利益を得る 

捕食 ＋：－ 捕食者（A：大型）が利益を得て、餌生物（B）が害を受ける 

寄生 －：＋ 宿主（A：大型）が害を受け、寄生者（B）が利益を得る 

片利共生 ＋：０ A が利益を得て、B は影響を受けない（A と B が逆もあり） 

片害作用 －：０ A が害を受け、B は影響を受けない（A と B が逆もあり） 

競争 －：－ 同じ食べ物や生息場所を A と B が取り合う 

中立 ０：０ 互いに影響がない 

 

ニュースレターではこれまでも、寄生や共生関係を紹介してきましたが、今回はそれらを整理し、生き

物同士がどんな関係でつながっているのかをまとめて紹介します。みなさんも身近な生き物を観察し

て、「どんな関係でつながっているのか」を考えてみると、新しい発見があるかもしれませんね。 

異なる 2 種の生き物を、利害関係（お互いに、得したり損したりする関係）に注目してまとめると下

の表や図のように分類できます。 

やって
みよう 見てみよう

「生き物同士の付き合い方」  の巻  

 

海辺の生き物 教材シリーズ１９２ 

 

・利益を得る（＋） 

・影響を受けない（０） 

・害を受ける（－） 



江田島市教育委員会 教育部 大柿自然環境体験学習交流館 
 
 
 
       

〒７３７－２２１４ 
広島県江田島市大柿町深江１０７３番地１ 
ＴＥＬ：（０８２３）５７－２６１３ 
ＦＡＸ：（０８２３）４０－３１００ 
メール： satoumimail＠ yahoo.co. jp 
ＨＰ：『さとうみ科学館』で検索  

   

◆事務局スタッフ◆ 
 

館      長：西原 直久 

専 門 員：平山 良太 

主   任：鍬崎 賢三 

運営指導員：下中 茂樹 

運営指導員：加島 茂樹 

支  援  員：木村 さつき 

里海コーディネーター：向井 綾香    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 学年 名前 作品名 

入選 

江田島小学校 ３年 井口 湧公 ジュースを５そうい上ならべよう 

切串小学校 ６年 髙橋 晏 水の中の小さな世界 

能美中学校 ２年 桂 唯那 風船の破裂音を制御する研究 

大柿中学校 ２年 鈴木 優菜 本当に麺は伸びる？ 

今年度の

事務局だより 

 

●着任挨拶 

12 月 1 日よりさとうみ科学館

にお世話になる事になりました加

島茂樹と申します、江田島で育ち、

幼少期より海をのぞき込んではど

んな魚がいるか防波堤を見て歩く

のが大好きな少年でした。 

さとうみ科学館のことは知ってはいたのですが訪れたこと

がなく、不安な面もありましたが、皆さんフレンドリーで楽

しい職場と感じました。還暦は過ぎておりますが、元気に頑

張ってまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
 

●年末年始のお知らせ 

 年末は１２月２６日（金）まで、年始は１月５日（月）からの

開館となります。 
 

●休日開館日（1 月）のお知らせ 

1 月も毎週土曜日を開館します。開館時間は９:３０－１７:０

０（入館は１６：３０まで）です。詳しくは事務局まで。 

◆あとがき◆ さとうみフェスタでは中学生や高学年の児童が多い中、三高小学校の２年生が発表やワークショップにしっかり参加している姿が印

象的でした。これからも、さとうみ学習を通して学びを積み重ね、未来の里海を生み出す人に成長することを願っています。(鍬崎) 

 

 

 

 （友の会会員） 

  シニア  １８2 名 

ジュニア １４３名 

今年度の結果発表！

◆第６９回広島県科学賞◆ 

第６９回広島県科学賞（広島県・広島県教育委員会・広島県科学賞委員会主催）の作品

審査会が広島県立教育センターで行なわれ、各賞の結果が公表されました。今年度は、県

内小・中・高等学校あわせて３１，６１２点の作品が応募され、江田島市からも小中学校

あわせて３７８点の作品が応募されました。その他、次のような入賞作品が出ています。

みなさん、おめでとうございます！これからも科学研究にチャレンジしてくださいね。 

★努力賞★ 小学校・・・１１点  中学校・・・６点 

　潮見表　1月の観察に適した日時　（干潮時刻と潮位）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

時分 1:18 2:14 3:06 3:55 4:41 5:24 6:04 6:42 7:19 7:57 8:41 9:47 11:41 0:08 1:08

ｃｍ 21 -2 -19 -29 -30 -21 -2 26 59 95 131 162 176 85 70

時分 14:08 15:03 15:51 16:36 17:18 17:58 18:38 19:17 19:58 20:44 21:40 22:54 13:13 14:11

ｃｍ 133 123 113 103 96 91 88 88 91 95 98 96 170 155

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

時分 1:57 2:40 3:18 3:55 4:31 5:06 5:41 6:17 6:54 7:33 8:20 9:25 11:17 13:08 1:08 2:12

ｃｍ 52 35 19 6 -2 -5 0 15 38 71 109 148 171 164 36 11

時分 14:51 15:25 15:56 16:28 17:01 17:35 18:11 18:47 19:26 20:09 21:02 22:15 23:47 14:16 15:04

ｃｍ 140 126 113 101 90 80 71 65 61 61 64 66 57 142 119

ｃｍの数字が小さいほど,よく潮が引きます。 令和８年　潮汐表（海上保安庁）から

潮位３０ｃｍ未満（白抜きの文字）が調査に適しています。


